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道内景気は、新型コロナウイルス感染症による下押し圧力が各方面に見られ、足踏み状態

となっている。生産活動は弱めの動きとなっている。需要面をみると、個人消費は、弱い動

きがみられるものの、基調として緩やかに持ち直している。住宅投資は、減少している。設

備投資は、基調として緩やかに持ち直している。公共投資は、堅調に推移している。輸出

は、弱含みとなっている。観光は、来道者数が前年を上回っているものの、外国人入国者数

は減少している。

雇用情勢は有効求人倍率が前年を下回った。企業倒産は件数が前年比横ばいとなった。消

費者物価は、３８か月連続で前年を上回っている。

現状判断DI（北海道）
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１．景気の現状判断DI～２か月ぶりに低下

景気ウォッチャー調査
（季節調整値）

（資料：内閣府）
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２．鉱工業生産～２か月連続で低下

鉱工業生産・出荷・在庫指数
（季節調整済指数）

（資料：北海道経済産業局）

景気ウォッチャー調査による、２月の景気

の現状判断DI（北海道）は前月を１３．３ポイ

ント下回る２７．３に低下した。横ばいを示す５０

を１２か月連続で下回った。

景気の先行き判断DI（北海道）は、前月

を１８．３ポイント下回る１７．９となった。横ばい

を示す５０を１１か月連続で下回った。

１月の鉱工業生産指数は９０．６（季節調整済

指数、前月比▲０．１％）と２か月連続で低下

した。前年比（原指数）では▲６．４％と４か

月連続で低下した。

業種別では、輸送機械工業等６業種が前月

比低下となった。化学・石油石炭製品工業等

９業種が前月比上昇となった。

道内経済の動き
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３．百貨店等販売額～４か月連続で減少

百貨店等販売額（前年比）

（資料：北海道経済産業局）

軽乗用車小型車 前年比（右目盛）普通車
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４．乗用車新車登録台数～４か月連続で減少

乗用車新車登録台数

（資料：�日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会）

その他プロサッカー 総来場者（前年比、右目盛）プロ野球

千人 ％

2020/1121110987654322019/1

600

300

200

100

0 -100

-50

50

0

400 100

200

500 150

５．札幌ドーム来場者～３か月連続で増加

札幌ドーム 来場者数

（資料：㈱札幌ドーム）

１月の百貨店・スーパー販売額（全店ベー

ス、前年比▲０．６％）は、４か月連続で前年

を下回った。

百貨店（前年比▲２．４％）は、すべての品

目が前年を下回った。スーパー（同▲０．１％）

は、衣料品、身の回り品が前年を下回った。

コンビニエンスストア（前年比＋１．４％）

は、１５か月連続で前年を上回った。

１月の乗用車新車登録台数は、１０，２９８台

（前年比▲９．０％）と４か月連続で前年を下

回った。車種別では、普通車（同▲１０．３％）、

小型車（同▲５．７％）、軽乗用車（同▲１０．７％）

となった。

年度累計では、１３６，６３３台（前年比▲２．９％）

と前年を下回っている。内訳は普通車（同

▲０．１％）、小型車（同▲５．６％）、軽乗用車

（同▲２．９％）となった。

１月の札幌ドームへの来場者数は、１５２千

人（前年比＋１０９．０％）と３か月連続で前年

を上回った。内訳は、プロ野球、サッカーの

開催はなく、その他が１５２千人（同＋１０９．０％）

だった。

道内経済の動き
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持家 貸家 給与 前年比（右目盛）分譲
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６．住宅投資～７か月連続で減少

住宅着工戸数

（資料：国土交通省）
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７．建築物着工床面積～３か月連続で減少

民間非居住用建築物（着工床面積）

（資料：国土交通省）
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請負金額 前年比（右目盛）
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８．公共投資～２か月連続で増加

公共工事請負金額

（資料：北海道建設業信用保証㈱ほか２社）

１月の住宅着工戸数は１，２４１戸（前年比

▲１５．３％）と７か月連続で前年を下回った。

利用関係別では、持家（同▲２１．４％）、貸家

（同▲３３．１％）、給与（同 全増）、分譲（同

＋６７．０％）となった。

年度累計では２８，３９５戸（前年比▲１０．６％）

と前年を下回った。利用関係別では、持家

（同＋０．４％）、貸家（同▲２３．２％）、給与（同

▲１１．９％）、分譲（同＋２１．１％）となった。

１月の民間非居住用建築物着工面積は、

３８，１５１㎡（前年比▲５９．６％）と３か月連続で

前年を下回った。業種別では、製造業（同

▲６４．３％）、非製造業（同▲５９．５％）であっ

た。

年度累計では、１，５１４，１２６㎡（前年比

▲９．１％）と前年を下回っている。業種別で

は、製造業（同＋２５．６％）、非製造業（同

▲１２．３％）となった。

２月の公共工事請負金額は１９３億円（前年

比＋２７．８％）と２か月連続で前年を上回っ

た。

発注者別では、国（同＋４０．４％）、独立行

政法人（同＋３．４％）、市町村（同＋５３．８％）、

地方公社（同全増）、その他（同＋２５６．５％）

が前年を上回った。道（同▲１０．８％）が前年

を下回った。

年度累計では、８，５６９億円（同＋１４．７％）

と前年を上回っている。

道内経済の動き
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航空機 ＪＲ フェリー 前年比（右目盛）
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９．来道者数～５か月連続で増加

来道者数

（資料：�北海道観光振興機構）
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その他港湾函館空港旭川空港新千歳空港 前年比（右目盛）

-25
-20
-15
-10
-5

0

40
20

60
80
100

240

5
0

10
15
20
25

35

200
220

180
160

30

140
120

2019/1 2020/112111098765432

１０．外国人入国者数～４か月連続で減少

外国人入国者数

（資料：法務省入国管理局）
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１１．貿易動向～輸出が６か月連続で減少

貿易動向

（資料：函館税関）

１月の国内輸送機関利用による来道者数

は、１，００８千人（前年比＋０．４％）と５か月連

続で前年を上回った。輸送機関別では、航空

機（同＋０．５％）、JR（同±０．０％）、フェ

リー（同▲０．１％）となった。

年度累計では、１１，９６１千人（同＋４．７％）

と前年を上回っている。

１月の道内空港・港湾への外国人入国者数

は、１９１，４０７人（前年比▲９．８％）と４か月連

続で前年を下回った。空港・港湾別では、新

千歳空港が１８０，９５５人（前年比▲１０．７％）、旭

川空港が２，１６１人（同＋５２．１％）、函館空港が

８，２８６人（同＋１．９％）となった。

年度累計では、１，４８６，８８３人（同▲２．８％）

と前年を下回っている。

１月の貿易額は、輸出が前年比▲２５．７％の

１８９億円、輸入が同▲４．５％の１，１６９億円だっ

た。

輸出は、船舶、鉱物性タール・粗製薬品、

有機化合物などが減少した。

輸入は、石油製品、一般機械、ウッドチッ

プなどが減少した。

輸出は、年度累計では２，５００億円（前年比

▲２３．９％）と前年を下回っている。

道内経済の動き
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有効求人倍率 新規求人数（右目盛）
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１２．雇用情勢～１２０か月ぶりに低下

有効求人倍率（常用）、新規求人数（前年比）

（資料：北海道労働局）
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１４．消費者物価指数～３８か月連続で前年を上回る

消費者物価指数

（資料：総務省、北海道）

１月の有効求人倍率（パートを含む常用）

は、１．１８倍（前年比▲０．０２ポイント）と１２０

か月ぶりに前年を下回った。

新規求人数は、前年比▲１２．２％と２か月ぶ

りに前年を下回った。業種別では、卸売業・

小売業（同▲２２．３％）、医療・福祉（同

▲８．０％）、製造業（同▲２２．７％）などが前年

を下回った。

２月の企業倒産は、件数が１６件（前年比±

０．０％）、負債総額が２１億円（同▲１７．１％）

だった。件数は前年比横ばいとなった。

業種別ではサービス・他が６件、卸売業が

４件などとなった。

１月の消費者物価指数（生鮮食品を除く総

合指数）は、１０３．４（前月比▲０．３％）となっ

た。前年比は＋１．３％と、３８か月連続で前年

を上回った。

生活関連重要商品等の価格について、１月

の動向をみると、食料品・日用雑貨等の価格

は、おおむね安定している。石油製品の価格

は調査基準日（１月１０日）時点で前月比、灯

油、ガソリン価格ともに値上がりした。

道内経済の動き
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製麺の全てを勉強、独立するも５年で破綻

／再起業・お客様の要望に応え続ける

昭和５８年に会社設立。麺類製造・卸売業として、素材へのこだわりと高度な技術で人気ラーメン

店が必要とするオリジナル麺を提供するオーダーメイドスタイルを展開。食の安全・安心にこだわ

る一方、首都圏や海外にも進出し、現在はオンラインショップなども手掛ける。今回は、麺製造へ

のこだわりや経営哲学、海外進出、北海道への想いなどについて社長にお伺いしました。

こん の ひとし

代表取締役 金野 仁 氏

池田町出身。高校卒業後、大手運輸会社勤務を経

て製麺業に転職。製麺業界を天職と定め、カネジ

ン食品㈱を設立。札幌を拠点に首都圏に進出、埼

玉県での東京工場の設置を皮切りに、シンガポー

ル、タイ、香港への海外進出も果たしている。

会社概要
企業名：カネジン食品株式会社

住 所：札幌市東区北２８条東８丁目２‐２６

ＴＥＬ：０１１‐７５３‐１１５７

E-mail：inq@kanezin.co.jp

設 立：昭和５８年１０月

事業内容：麺類製造・卸売業

／１，０００店以上のラーメン店に麺を提供

・本社／札幌工場

・東京営業所／東京工場

・海外／シンガポール、タイに現地法人を設

立、香港で合弁事業を展開

従業員数：９７名（令和２年１月末現在）

資本金：５７，０００，０００円

―最初に、法人設立の経緯などについてお聞かせ

ください―

社長：大手運輸会社で事務の仕事をしていた２１歳

の時に、公私にわたりお世話になっていた方が札

幌で製麺工場を設立し、お誘いの声をかけて頂い

たことが、この業界に入ったきっかけです。

業務は営業でしたが、小さな会社ということも

あり何でもしました。工場がフル回転でしたの

で、私も工場に入り麺づくりを覚え、そのうち私

が麺のレシピを作り、製麺作業全体を任されるよ

うになりました。

ところが会社の業績が徐々に悪化して倒産とな

り、私はそれまでの経験を活かし、独立すること

になりました。

心機一転、粉骨砕身で新しい事業に真剣に取り

組んだものの、僅か５年で経営破綻に陥りまし

た。製麺業以外の分野に手を出したことが敗因で

した。

その苦い経験を踏まえ、「麺以外はやらない」

と決意して、今のカネジン食品株式会社を設立し

た次第です。私にとっては、絶対に負けられない

２度目のチャレンジでした。

当時は、ラーメンの麺の他にも、蕎麦やうどん

の“茹で麺”なども製造し、大手スーパー等に卸

していました。しかし、安売り合戦の中でなかな

か十分な利益が上げられないため、思い切って工

場の内部を再整備して、ラーメン店向けの業務用

道内企業訪問

トップに聞く⑬ カネジン食品株式会社
代表取締役 金野 仁 氏
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道内企業訪問

― ７ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

麺の製造へと特化させました。業態を絞ったこと

が功を奏し、当社の業績は少しずつ良くなってい

きました。

札幌で麺を納めさせて頂いたお客様は数十店で

したが、首都圏等の百貨店で開催される北海道物

産展などに関わる催事業者の方や、毎月種類が異

なるラーメンをお届けする頒布会などを扱う大手

通販会社の方々にも、当社の麺を随分と利用して

頂き、今でも感謝しています。

一方で、私が心に決めた業務用麺の製造・卸売

という業務形態には拘り続けてきました。

☆ 本社・札幌工場（外観）

―会社設立後のターニングポイントについてお伺

いします―

社長：大きな転機となったのは、２００１年に誕生し

た“小樽運河食堂”のラーメン工房です。新横浜

ラーメン博物館のようなラーメンのテーマパーク

という感じの施設で、６店のラーメン店が結集し

ていました。

札幌、東京、九州・博多などのお店ですが、当

社から麺をご提供したお店もあり、麺に対して好

評価を頂く中で、有名店の店主の方々と接点を持

つことができました。また、全国から多くのラー

メン屋さんが視察に見えて、様々な方々との結び

つきが生まれました。

人と人の繋がりというものは本当に貴重な財産

となるもので、これが私や当社にとってのビッグ

チャンスとなりました。

☆ 様々なオーダー麺をきめ細かく製造

社長：有名店の店主様には随分と可愛がられ、

「東京に進出するのであれば、麺を買ってあげる

よ」と言われましたが、社交辞令でおっしゃって

くださるのだと思っていました。しかし、「冬場

の輸送等の問題もあるので、東京に工場を作って

くれれば、直ぐにでも麺を買ってあげるよ」と

おっしゃる店主の方もおり、私も真剣に考え、

「分かりました」と、本当に東京に工場を作って

しまいました。ですから、店主の皆様方もびっく

りされるとともに、買わざるを得なかったのでは

ないかと思います。

２００３年に東京進出を果たしたときは、私自身も

都内で積極的に営業を行いましたが、お知り合い

の方々のご支援を頂く中でお客様となるラーメン

店様の数も随分と増え、進出前に比べて会社は大

きく成長することができました。

さらに、お取引をしている有名店様が海外進出

を果たすようになると、今度は、海外に工場を進

出してほしいという声を頂くようになり、シンガ

ポール、タイに現地法人を設立し、香港では合弁

事業を展開しています。

現在では、１千店以上のお客様とのお取引があ

り、国内で製造する麺は１日１５万食、海外３工場

で１日５万食となっています。これも多くのお客
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道内企業訪問

― ８ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

食の「安全」と「信頼」を第一に考える

／オーダーメイドのオリジナル麺を提供

様のお陰であると、感謝しています。

―会社経営や事業展開などでの特徴や、重視され

ていることについてお聞かせください―

社長：私が大切にしていることは、“食の安全・

安心”ということです。昔、大手スーパー様とお

取引をした時に「衛生管理」や「品質管理」が如

何に大切かということを勉強させて頂きました。

例え良い商品であっても、衛生面や品質面が

しっかりとしていないと、お取引はできません。

もともと製麺業界では、ラーメン店で麺を茹でた

りするので衛生・品質管理に対する意識はそれ程

高くありませんでしたが、私は将来的には絶対に

重要になると考えていました。

２００９年に東京工場を移転・新築することとな

り、その際に衛生面や品質管理の行き届いた工場

を整備し、HACCP（１）とISO２２０００（２）の認証を取得し

ています。

☆ カネジン食品㈱ 東京工場（外観）

今でこそ麺製造業界でもHACCPなどに取り組

まれていますが、当時としては、麺製造業界では、

当社が最先端の部類ではなかったかと思います。

そこには、衛生管理、品質管理がきちっとした

中で、お客様が安心して利用して頂ける麺をご提

供したいという強い想いがあります。

☆ エアーシャワーを浴びて製造室へ

社長：一方、ラーメン店主の方々には、ラーメン

に対して様々な想い・こだわりを持たれて、熱心

に勉強、努力される方が多いのです。

その独自のスープにしっくりと合うオーダーメ

イドの麺を提供することが、当社のミッションで

あると考えています。

ですから原料の配合にしても、札幌であれば北

海道産の小麦を使用したり、東京では道産に府県

産の生産量が少ない品種をブレンドするなど、お

客様の多様なニーズに応えるよう最善を尽くして

います。

麺の製造では、一度目の試作品で店主様のご了

解を頂くことは稀で、数カ月にわたり何度も試作

の麺を作ってスープと絡ませ、ベストマッチング

させる努力を惜しんでいません。

（１）HACCPとは、食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード）を把握した上で、
原材料の入荷から製品の出荷に至る全行程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に
重要な行程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法のこと。

（２）ISO２２０００とは、食品安全マネジメントシステムに関する国際規格のことで、HACCPの食品衛生管理をも
とに食品安全リスクを低減し、安全なフードサプライチェーンの展開を実現しようとするもの。
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道内企業訪問

― ９ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

将来に夢が持てる企業へと成長させたい

／若い人の起業を業界としても応援すべき

旧知の有名ラーメン店様のオーナーと会食する

機会があり、私から「本当に感謝しております」

とお話をすると、「何を言っている、当社の方こ

そ、カネジンと取引をしていなければ、今の会社

はなかったよ」と言ってくださる店主の方もい

らっしゃいます。

有難い話であるとともに、信頼関係を築き上げ

ることの大切さを実感しています。時間をかけて

もお客様のニーズにしっかりとお応えすること

が、当社の特徴であり、存在価値であると考えて

います。

お店のご要望を踏まえ、原料の配合から麺の太

さや縮れ具合、色合い、加水の状態などが異なる

麺を小ロットでも生産するので大変な作業となり

ますが、カネジンでなければ出来ないという麺を

製造し続けたいと思っています。

近年では、道産・国産の小麦粉が入手しづらい

時もあり、当社用の小麦生産のため農家さんと提

携したり、農業生産法人を作ろうかなどといった

ことまで話をすることがあります。

☆ カネジン食品㈱の経営理念
１．「安全」「安心」「健康」の追及
２．お客様からの要望を実現すること
☆ 社員の行動指針
・「不可能」「無理」という言葉は封印し、創
意工夫で解決策を見つけます。

・お客様の喜びや感動を第一に考え、行動し
ます。

・明日のラーメン業界を背負う為に、常に挑
戦を続けます。

・麺づくりを通じて日本の食文化を日本中
に、そして世界中に伝えます。

―人材不足が叫ばれる中、人材確保や育成にどの

ように対応されているのか、お伺いします―

社長：どの業界も人手不足は大変ですが、当社で

は工場での手作業などもあり、厳しい状況です。

他の業界でも新卒者の離職率が高いことが問題と

なっていますが、当社でも３年位の間に６～７割

位の方々が転職しています。

正直、その解決に向けた妙案を持ち合わせてい

ませんが、若い方々をしっかりと育てていくこと

は、経営上とても重要なことです。

現在、働いているスタッフのために持株会社を

作って株式を所有できるようにしていますが、新

卒の方なども含めて、将来に向けて夢や希望が持

てるような企業にしていくことが、人材確保の基

本になるものと考えています。

また、働いてみたいと考えてくださる方の希望

をしっかりと受け止めることも必要です。当社で

は若い人に来て頂けるよう、社員を募集する際に

は、希望に応じて札幌勤務、東京勤務の選択が可

能となるよう工夫を講じています。

さらに、社員の皆さんには難しいと言われます

が、高齢者の方々には元気で早起きの方も多いの

で、働きたいという方には午前中の３～４時間ほ

ど働いてもらうことはできないかと考えていま

す。やってみないと判らないわけで、そういう高

齢者の雇用も一つのアイデアです。

☆ カネジン㈱ 東京工場のスタッフ
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道内企業訪問

― １０ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

北海道は私を育ててくれた故郷

／東京・海外で利益を上げて北海道へ還元

社長：当社には海外工場もあるので、早くから外

国人の方の雇用ということも考えていましたが、

これまでの技能実習生制度では製麺製造業は認め

られていませんでした。

また、日本人並みの給与とし、宿泊施設を整備

して雇用する場合、コスト的にどうかという課題

もあります。加えて、当社では少量多品種の麺を

製造していますので、原料配合や製造に当たって

は細かな切替作業が必要となり、この点を外国の

方にご理解を頂けるかということもあります。間

違えた麺をお客様にご提供することは避けなけれ

ばなりません。

ただ、優秀な方も沢山おり、昨年４月から始

まった新しい在留資格「特定技能」では製麺製造

業も認められましたので、今後、海外工場とも連

携して研究してまいりたいと考えています。

―北海道では若い世代の方の道外流出が課題と

なっていますが、どのようにお考えですか―

社長：お客様であるラーメン店に関して言うと、

やはり起業してお店を出したい若い方が随分とい

らっしゃる。他の分野でも、起業を目指すチャレ

ンジ精神に溢れた若い方が相当数いるのではない

かと思います。

その場合、自分の経験から考えると、やはり経

験不足を補う十分な知識・技能のことなどを心配

されるものと思います。経験不足を補う知識・ノ

ウハウなどを応援することができれば、もう少し

若い方も札幌や北海道に残ってくれるのではない

でしょうか。当社でも、ラーメン店の開業支援に

取り組んでいますが、開業すると当社のお客様に

なって頂けるので、ウィンウィンの関係が構築で

きます。

行政サイドでも色々な起業支援などに取り組ま

れていますが、また、全ての業種でできるわけで

はないと思いますが、行政だけではなく、産業界

やそれぞれの業界団体などで、若い方に向けた起

業支援にもっと力を入れてみることも必要ではな

いかと考えます。

若い方々が札幌や北海道に残って仕事をして頂

く環境を整えていくことは、今後の北海道にとっ

て喫緊の課題と感じています。

☆ 重要な麺帯作業を担う若手スタッフ

―道内の食品製造業・ものづくり企業等の発展に

向けたメッセージについて、お伺いします―

社長：経営者の考え方はそれぞれ異なると思いま

すが、私が東京に進出する際に考えたことがあり

ます。

それは、少子高齢化の進行で日本や北海道の人

口は減っており、これからも当面はハイスピード

で減っていく。そうした中では、やはり人口規模

の大きな東京・首都圏が国内での主力市場となる

ので、事業環境・目途等を良く考えた上で東京で

仕事をして、稼いだお金を北海道に持ってくると

いうことです。

当社の場合、東京工場という拠点を設けて、東

京のお客様にもご利用を頂いて利益をあげていま

す。そして、北海道や札幌市にもしっかりと納税

しています。

東京や海外で利益をあげて、私を育ててくれた
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道内企業訪問

― １１ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

アジア全体へ日本のラーメン文化を広げたい

／築いてきた財産を活かし北海道へ恩返し

故郷・北海道に税として還元することで、地域社

会の維持・発展に役立てて頂くということです。

道内の経営者には、そういう視点も必要なのでは

ないでしょうか。

―会社の将来像や社長の夢などについて、お聞か

せください―

社長：会社の将来像に関して言うと、働いている

皆さんに夢や希望を持って頂ける会社へと発展さ

せること、若い方などから見ても働いてみたいと

思わせるような企業へと成長させることです。

また、海外展開をしているシンガポールやタ

イ、香港などでも、品質管理が行き届いた安全・

安心な麺のご提供を通じて、進出されたお客様の

お手伝いをしっかりと続けていくこと。

そして、お店によって味や麺などに違いがあ

る、奥の深い日本のラーメン文化がアジア全体に

広がっていくことを期待したい。

☆ カネジン麺が支える多彩なラーメン

一方、私個人の夢ですが、会社の経営がしっか

りとすることが前提とはなりますが、飲食業に参

入するなど、総合食品業へと転換していくことで

す。現在でも、子会社としてラーメン店を数店舗

ほど抱えていますが、他の企業様と提携するなど

して、例えば、北海道産の原料を使ったスイーツ

店など、様々な商品を開発・提供してみたいと考

えています。

小麦粉などを扱う仕事を通じて、和食や洋食分

野での著名な方など、幅広い分野の方々との“人

のネットワーク”があり、その財産を活かして、

皆さんと一緒になって札幌や北海道をさらに盛り

上げていくことができれば、北海道への恩返しに

なると思うからです。

また、ラーメン店の起業を志向する意欲溢れる

若者などもいます。私がこの業界に入った時に多

くの方々に様々なご指導を頂いたので、今度は、

私や当社が有する知識や技術、ノウハウなどを活

かして、北海道を元気にする若者達を育てていく

ことにご協力できれば良いとも考えています。北

海道の若い人材の育成や道内定着の一助になれば

幸いということです。

☆ タイ工場・現地スタッフとともに

（田邊 隆久）
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― １２ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

１．はじめに

この度、本誌に機会をいただき、小樽商科大学・近藤ゼミが運営する学生ベンチャー、株式会
社i-vacs（アイバックスと読みます）をご紹介させていただくことになりました。現在、小樽商
科大学に法人格を持つ学生ベンチャーは６社ありますが、�i-vacsは２０１１年４月と、最も早い時
期に設立された会社です。ここでは、これまでのi-vacsのあゆみを振り返り、その変遷を辿ると
ともに、主要な事業であるはしご酒イベント、「NOMIPON～狸deはしご酒～」の仕組み、そし
てi-vacsへの私の思いを述べていこうと思います。

２．i-vacsとは

�i-vacsは「若い力で、新しい価値を生み出し続ける」を経営理念に、地域活性化を目的とし
た事業を行う学生ベンチャーです。i-vacsは、interactive（双方向の）、visualized（ビジュアル
な）、areal community（地域コミュニティ向けの）、service（サービス）の頭文字を合わせたもの
で、i-vacsの当初の事業内容を反映しています。
現在の資本金は５６万円で、代表取締役１名、取締役３名以下、全社員２８名で、営業部（９

名）、企画部（７名）、広報部（８名）、経理部（２名）の４つの部署からなっています。ちなみ
に、私は監査役です（図表１）。登記上の本社所在地は小樽商科大学です。ゼミ生＝社員であ
り、毎年、４年ゼミ生が卒業し、それに伴って役員も交替するので定款も変更しなければなりま
せん。
i-vacsの現在の事業内容は、札幌狸小路商店街

を舞台とした飲み歩きイベント、「NOMIPON～
狸deはしご酒～」を中心に、大手企業とマーケ
ティング関連の共同研究を行っており、「実学」
を掲げる本学を象徴する取り組みと自負していま
す。i-vacsについては、合わせて弊社のウェブサ
イト（http : //www.i-vacs.com）もご覧ください。

３．i-vacsのあゆみ

i-vacs（双方向の、ビジュアルな、地域コミュニティ向けの、サービス）とは、どのような意
味合いなのか。それをご理解いただくために、i-vacsの設立に至る経緯をお話しすることにしま
しょう。

（１）設立までの経緯

�i-vacsの設立前史は２００６年に遡ります。この年１０月、米国ノースウェスタン大学での在外研

小樽商科大学学生ベンチャー㈱i-vacs
～学びの実践を通じた地域活性化～

図表１ �i-vacsの組織図
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究から帰国した私に、札幌の某IT企業より「自社のもつ実写３次元動画技術を消費者向けのサー
ビスとして活かせないか、アイデアをいただきたい」という提案がありました。この実写３次元
動画は、現在のグーグル・ストリートビューのイメージです。この提案を受けて、本学のもう一
人の教員とともに、同社と共同研究を開始し、その年の学部授業「マーケティング行動論」にお
いて、実践的な課題として学生からビジネスアイデアを募りました。実現すればおもしろそうな
さまざまなアイデアが寄せられ、以後の展開に期待していたのですが、同社へのプレゼンテー
ションをもって翌２００７年３月、共同研究の終了を告げられました。
「せっかくのアイデア、ここで無にしてしまうのは何とももったいない。なんとか事業化に結
びつけられないか」と考えた私たちは、その春、「マーケティング行動論」を受講した学生と、
私が籍を置くビジネススクール学生から有志を募り、技術的にはゼロベースで、事業化に向けて
自主的な活動を開始しました。本学の学長裁量経費から研究補助（以後、毎年度継続）をいただ
き、研究を進めるなかで、「ネット上の仮想空間とリアルの場を結びつけて、地域に人を呼び込
む」というビジネスアイデアが生まれました。
このビジネスアイデアには、商店街の衰退とともに、ITの進展によるインターネット仮想商店
やメタバース（ネット上の３次元仮想空間）を利用したネットショッピング市場の急伸という環
境変化が大きく影響しています。当時、クルマ社会の進展、郊外型ショッピングセンターの発
展、そして消費者の生活スタイル・意識の変化により、地域の商店街の衰退が大きな社会問題に
なりつつありました。一方、セカンドライフ（Secondlife）、ミートミー（meet-me）、アイスペー
ス（ai sp@ce）、スプリューム（Splume）など、多くのネット上の仮想空間が登場し、そこを舞
台にした商業活動やゲームが広がりを見せていました。
リアルの商店街の衰退と仮想空間の興隆について研究を進めるなかで、「これらを対立させる
のではなく、仮想空間にリアルの商店街を再現し、そこで商店街のさまざまな情報を提供するこ
とで、実際に商店街に足を運んでもらう新たな関係づくりができるのではないか」という逆転の
発想にたどり着きました。i-vacsという名称はこの発想から生まれ、以後、この取り組みはi-vacs
プロジェクトと呼ばれることになります。
仮想空間にリアルの商店街を再現するための具体的な方法は、商店街の一軒一軒の店舗を写真
撮影し、それを繋げて通りをつくり、それをソフトウェアで処理して３次元化するというもので
した。こうした３次元化作業とビジネスの事業化には、組織とマンパワーが必要です。そこで
２００４年のビジネススクール発足に伴って閉じていた学部ゼミの復活を図り、２００７年１１月、翌年度
のゼミ内定者をメンバーとして事業化に向けた活動を開始しました。
このアイデアをどの商店街を舞台に実現するか。私たちは北海道で最大の商店街である札幌狸
小路商店街を選びました。狸小路商店街は、札幌駅周辺のような計画された商業街区ではない魅
力を持っています。それは、多くの個人経営のお店が集積することで醸し出される「界隈性」と
いったものでしょうか。この界隈性に溢れた商店街を歩くと、「こんなお店があったのか」「この
路地はおもしろい」など、さまざまな発見があります。狸小路商店街はそのような発見に満ちた
街区と考えました。
当時から、そして今でも、「どうして小樽の大学が札幌で活動するのですか」と聞かれます

が、「小樽商科大学は北海道にある国立大学であり、小樽に閉じた大学ではありません」と答え
るようにしています。
２００８年４月、札幌狸小路商店街振興組合にこのアイデアを提案し、ご協力を快諾いただきまし
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た。そして、同年８月、ビジネススクールの社会人学生に新たにi-vacsプロジェクトに参加いた
だき、事業計画づくりとアドバイザーの役割を担っていただくことになりました。
より強力な陣容を整えたi-vacsプロジェクトは、翌９月、ノーステック財団に研究開発補助金
を申請し、ネット上での仮想空間の構築とそこでのサービス提供に向けた開発資金を獲得するこ
とに成功しました。ちなみに、この補助金申請に採択されたのは、本プロジェクト以外はすべて
理系の技術開発でした。
図表２は当時のi-vacsプロジェクトのビジネスモデルを示したものです。仮想ならぬ空想も含
んでいることをご了承ください（苦笑）。このビジネスモデルの基本は、「仮想空間上に再現した
狸小路商店街で割引クーポンの提供や店舗動画の配信を行い、実際に商店街に足を運んでもら
う。i-vacsは店舗の売上げに応じたコミッションを受け取る」というものです。このビジネスモ
デルは多方面から興味を持って受けとめられ、２００９年２月の日刊工業新聞社主催「キャンパスベ
ンチャーグランプリ北海道」において最優秀賞を受賞し、９月の全国大会（東京）に出場するこ
とになりました。残念ながら、こちらでは入賞には至りませんでしたが…。
i-vacsメンバーは狸小路商店街の仮想空間での再現に取り組んできましたが、悲しいかな、当
時のネット環境では３次元仮想空間のなかでスムーズな動きをとることがどうしてもできません
でした。さまざまな試行錯誤の結果、３次元化を断念し、その代わりに平面（２次元）での情報
提供に方向転換することになりました。そして情報提供を行う場として２００８年４月、i-vacsの
ウェブサイトを公開しました。このサイトでは、撮影した写真をつなげた狸小路商店街３６０°
ビュー、店舗の紹介とその動画（YouTube）、オリジナルクーポン、イベント紹介をコンテンツ
としていました。このウェブサイト公開により、i-vacsの露出が大きく高まり、『日経流通新聞』
（２００９年３月３０日付）に取り上げていただくまでになりました。さらに８月には「北洋銀行もの
づくりテクノフェア」の小樽商科大学のブースでi-vacsについて紹介し１２月には札幌市主催「学
生まちづくりコンテスト」で入賞を果たすことができました。

図表２ i-vacsの初期のビジネスモデル
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図表３ 「第１１回 NOMIPON～狸deはしご酒
～」チラシ

（２）NOMIPONの誕生と�i-vacsの設立
２０１０年２月、現在のi-vacsの中心的なイベントと
なる札幌狸小路商店街を舞台にした飲み歩きイベン
ト「第１回 NOMIPON～狸deはしご酒～」が２３日
�～２５日�の３日間にわたって開催されました。
NOMIPONというイベント名は、説明するまでもな
く、お酒の「飲み」と狸小路商店街の「狸＝ぽんぽ
こ」を合わせたものです。○○バルとか、飲み歩き
を意味するビア・ホッピングという案もありました
が、オリジナリティと語呂の良さから、ベタですが
NOMIPONと命名しました。
第１回NOMIPONから現在まで変わらないコンセ

プトは、「狸小路の隠れた魅力を発見しよう！」で
す。このコンセプトのもと、「NOMIPONを通じて
今まで知らなかった狸小路商店街のお店の魅力を
知ってもらうことで、利用者を増やし、狸小路商店
街を活性化する」ことを目標としています（図表
３）。第１回の参加店舗は２７店、参加者数は２００人と
いう記録が残っています。現在と比べてみると、開
催時期は冬、開催期間も３日間と短く、参加店舗は
１／３、参加者は１／６程度です。
また５月には、i-phoneアプリケーション「ふらっと案内」にi-vacsが収集した狸小路商店街の
情報を提供しています。そして翌６月、北海道中小企業総合支援センターより「加速的創業支援
事業」補助金を獲得し、i-vacsプロジェクトはいよいよ、株式会社として設立する道を歩むこと
になります。８月には、札幌市より「観光プロモーション事業」の補助金を獲得し、１０月には早
くも年内２回目となる「第２回 NOMIPON！狸deはしご酒～」が開催されます。i-vacsに注目が
集まるなか、２０１１年１月２４日～２月１４日にかけて行われた「タワーレコード札幌PIVOT店×フラ
ワーショップいしざか」とのコラボ企画【バレンタイン・キャンペーン】をプロデュースしたり
しています。
そしてついに２０１１年４月６日、社員数２５名からなる学生ベンチャー、株式会社i-vacsが設立さ
れます。株式会社としての法人登記は、司法書士に依頼せず（お金がなかったもので）、法務局
の担当者の方と相談しながら、すべてゼミ生が行いました。学生のエネルギーに脱帽する思いで
した。
設立時の事業コンセプトは、「地域コミュニティと連動した密着性の高い仮想空間を構築する
ことにより、仮想空間と現実空間の対立、カニバリゼーション（共食い）を回避し、両空間が相
互に価値を創造し合う「場」を提供する。仮想空間と現実空間を結びつけることで、現実の地域
（街区）に人の賑わいを取り戻し、地域活性化に貢献する」というものです。このコンセプト
は、冒頭に紹介した当時のネット上の仮想空間の広がりに根ざしたものになっています。
i-vacsプロジェクトをなぜ株式会社という営利組織にしたのかは最後に述べるとして、なぜ法
人化したのかについて触れておきましょう。遡って２００８年、i-vacsのモデルを狸小路商店街に初
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図表４ チケットブースの様子

めて提案したとき、「大学のゼミやサークルから、商店街と連携した企画の提案はたくさん来る
のですが、しばらくすると熱が冷めてしまい、フェードアウトしてしまうんです」というお話が
ありました。１大学の１ゼミという任意団体では、十分な信用を得ることが難しいわけです。そ
うならないために、i-vacsは社会的な責任と信用、事業の継続性を担保する法人の形を取る必要
があったのです。
さて、i-vacsはバーチャルとリアルの融合を図り、ネット上に狸小路商店街の３６０°ビューや店
舗の紹介動画を載せてきましたが、店舗の入れ替わりが頻繁に起こるなどして、それらを更新し
つづけることが次第に難しくなってきました。これを機に、i-vacsはより「リアル」に軸足を置
いた取り組み、NOMIPONにシフトしていくことになります。

４．バーチャルからリアルへ NOMIPON～狸deはしご酒～

現在、i-vacsの活動の中心である飲み
歩きイベント、「NOMIPON～狸deはし
ご酒～」には、すでに参加されたことが
ある方もいらっしゃると思います。
NOMIPONの仕組みは、次のとおりで

す。綴りチケットを事前にi-vacsウェブ
サイトや電話から予約し、商店街に２カ
所あるチケット交換ブースでチケットを
購入していただきます（図表４）。直近
２０１９年８月に開催された「第１１回
NOMIPON」を例にとると、チケット
は、３枚綴り２，５００円（２，３００円）、４枚
綴り３，０００円（２，８００円）、５枚綴り３，５００
円（３，３００円）の３種類あります（カッコは前売り価格）。参加者は参加店舗のメニューが掲載さ
れたパンフレットを見ながら、お好きなお店を選んで行っていただきます。お店はNOMIPON専
用の特別メニューを参加者に提供します。お店によって多少の差はありますが、基本的に
「えっ、これがチケット一枚で！？」と感動するコストパフォーマンスの高さだと思います。
毎年、大学生から４０～５０代まで、男女問わずご参加いただき、参加者の方からは「普段、入る

のに勇気のいるお店に挑戦することができた」「狸小路のお店はこんなにバリエーション豊かだっ
たんだと気付けた」など、うれしい感想をいただいています。統計を取っているわけではありま
せんが、実際、かなりのリピート率だと思います。ちなみに「第１１回 NOMIPON」の実績は、
参加店舗６２店、参加者１，１５４人でした。最近では、参加店舗数、参加者数ともに、概ねこのあた
りの数字に落ち着いてきています。
NOMIPONのプロモーションについては、i-vacsウェブサイトでの宣伝だけでなく、年によっ

て異なりますが、ウェブ（北海道Likers）、雑誌（HOT PEPPER、poroco、HO、じゃらん、アル
キタ）、新聞（北海道新聞）、テレビ（UHB、STV）、ラジオ（FM NORTH WAVE、FMおたる）
など、さまざまなメディアに取り上げていただいています。
また、NOMIPONに関わる企画としては、２０１３年の第５回NOMIPONで「北海道日本ハムファ

イターズ×NOMIPON！！！！コラボレーション企画」のもと、参加者にオリックス・バファ
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ローズ３連戦（札幌ドーム）の特別観戦クーポン（当日券割引とドリンク１杯無料）のプレゼン
トや、コンサドーレ札幌の若手選手とのトークイベントが行われました。２０１７年２月には、JTB
北海道との共同企画として、「NOMIPON！！を世界へ発信！！」をコンセプトにNOMIPONの冬
バージョンが催されました。これは、春節、雪まつり、冬期アジア大会と札幌におけるインバウ
ンド需要が最大化する時期に、ショッピングだけではない狸小路の需要の掘り起こし、魅力の発
信を行うことを目的としたものです。この企画は大きな注目を浴び、NHK札幌放送局のニュー
ス、さらに同午後７時の全国ニュースでも取り上げられました。

５．NOMIPON以外の活動

�i-vacsの事業は、NOMIPONが中心ですが、それ以外にもさまざまな活動を行ってきまし
た。学生ベンチャーということで、さまざまな会社や組織が関心を持ってみてくださいます。先
に触れた「タワーレコード札幌PIVOT店×フラワーショップいしざか」とのコラボ企画【バレン
タイン・キャンペーン】のプロデュース（２０１１年）がそうですし、法人化直後の２０１１年４月に
は、狸小路のクラブイベント「狸事変４２９×POP a POP」を開催しています。
さらに、hothouse運営の高校生向け道内大学情報サイト「学ナビ」（まなび）のコンテンツづく

り（大学のリストアップやキャンパスでの取材、記事執筆）を行ったり（２０１２年）、「札幌を
ファッションで盛り上げよう」のコンセプトのもと、札幌近郊の男子学生向けに、街角スナップ
を中心としたフリーペーパーFanco（図表５）を発行したり（同）しています。また、総合商研
とのコラボ企画でフリーペーパー『ふりっぱー』誌にOTAルーツと題して、小樽の魅力的な飲
食店の記事を執筆したり（同）もしています。また、日高・胆振地方への若者旅行者を増やすこ
とを目的とした、リクルート北海道じゃらん・日胆地方・北海道の大学生で構成される産学官連
携プロジェクト「旅プロデュース部」に参加しまし
た（２０１５年）。ここでの若者をターゲットとした旅
行プランは、国土交通省観光庁第３回「今しかでき
ない旅がある」若者旅行を応援する取組表彰におい
て奨励賞を受賞しています。
より最近では、大手企業から共同研究のお声が掛
かるようになりました。大手コーヒーメーカーとの
共同研究では「大学生にもっとコーヒーを飲んでも
らうためのマーケティング戦略」をゼミ内コンペ形
式で立案し、大学生協で検証したり（２０１８年）、大
手食品メーカーとカップ麺の購買行動に関するアン
ケート調査を大学祭で行ったり（２０１９年）、大手
ビールメーカーには「イベント限定ビールのマーケ
ティング戦略」を提案したりと、さまざまな活動に
広がっています。現在、大手清涼飲料メーカーと夏
の東京オリンピックを睨んだマーケティング企画に
着手しつつあるところです。

図表５ 男子学生向けファッションフリーペー
パー Fanco
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寄稿

― １８ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

６．なぜi-vacsをやるのか

最後に、なぜ学生ベンチャー�i-vacsをやるのか、についてお話したいと思います。
小樽商科大学は１９１１年、小樽高等商業学校として創立された当初から「実学」を理念として掲

げています。実社会に役立つ実践的な教育を施すのが本学の使命です。学生たちは日々、経営学
や会計学、マーケティング、経済学や商法など、応用総合社会科学という広い意味での「商学」
を学んでいます。私は、教室で教えられた学問や理論を鵜呑みにするのではなく、もっと言え
ば、単位のために学ぶのではなく、それがどのように社会で役立つのか、社会との接点のなかで
学ぶことが大切だと思っています。i-vacsは、学生にこうした視点を意識させる貴重な体験の場
なのです。
私の専門はマーケティングですが、マーケティング理論はi-vacsの活動のなかでどのように使
うことができるのか、学生が実体験することが重要と考えています。NOMIPONのターゲットは
どこに設定すべきか。どのようなプロモーションを行えば、ターゲット層にNOMIPONを認知し
てもらえるのか。チケットの価格をいくらに設定すれば最大の利益が望めるのか。損益分岐点を
超えて利益を上げるためには、チケットを何枚売る必要があるのか。資金がショートするとはど
ういうことか。さらに、この理論はこの場面ではうまく使えない、ではどのように工夫をすれば
いいのか、という学問や理論の限界、そしてそれを突破する応用力も養えると思っています。
i-vacsを実践するなかで、教室での学びを自分のなかに落とし込み、「使える知恵」として会得で
きると考えています。
また、�i-vacsを設立する際、私たちは非営利のNPO法人ではなく、営利を目的とした株式会
社を選択しました。それは利益を追求することによって、「経済を回す」ことにこだわりたかっ
たからです。NOMIPONを収益事業とすることによって、仕事に対する正当な対価が給料として
支給され、それを通じて参加者も、協力店も、そして社員もハッピーになることが重要と考える
からです。
パナソニックの創業者であり、経営の神様と言われた松下幸之助氏は、「道徳は実利に結びつ
く」という言葉を残しています。つまり、「社会の役に立ちたいという道徳心は、経済活動を通
じて社会的な実利・実益を生む」と捉えられています。また、江戸時代後期の思想家、二宮尊徳
は「道徳のない経済は犯罪である。経済のない道徳は寝言である」と言っています。「経済活動を
伴わない道徳心は何も生み出さない、役に立たない。社会に貢献したいという道徳心は、経済活
動をもって初めて実現されるものだ」と解釈することができます。
i-vacsは営利企業として活動することでリアルな経済を経験し、そして社会に貢献するという
思いで日々、活動しています。このレポートを機に、�i-vacsの活動に興味を持っていただき、
夏には「NOMIPON～狸deはしご酒～」に足をお運びいただければ幸いです。リピーターになる
こと、確信しています（笑）。
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― １９ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

面積 ８．７万� （北海道同等）

人口 ４９．０万人（２０１９．１．１時点）

（北海道の１／１０程度）

州内総生産額

（２０１７年）

約１３８百億円（前年比１０３．０％）

（北海道の１／１０程度）

主要産業 石油ガス産業、石炭産業、水産業

企業・組織数 １５，７３８件個人事業主１７，９２５名

（２０１９年初値）

外資企業数 １１０社 うち日系５社

（２０１５．１．１時点）

＜サハリン州の概要＞

北海道サハリン事務所「サハリン州の概要－２０１９年版－」より

北海道から一番近い外国がロシアであることをご存知でしょうか。最も近いサハリン州に至っ

ては、北海道の最北端稚内から４０kmほどしか離れておらず、新千歳空港からも直行便が週５回

往復しています。これだけ近いにもかかわらず、サハリンについて馴染みが薄く、情報が少ない

と感じる方も多いのではないでしょうか。本稿では、現地に駐在して気がついた社会の諸課題や

経済交流の可能性等についてご紹介します。

多くの日本人がロシアやサハリンに対して馴染みが薄いと感じているのと同様に、一般的にロ

シア人は日本や北海道についてあまり詳しくありません。モスクワなど西側の地域はもちろん、

サハリン以外の極東地域においても、「ホッカイドウ」という言葉にピンと来ない市民が多いの

が現状です。

他方、サハリンにおいては、北海道と地理的に近いことに加え、北海道とサハリン州の友好交

流１などがあることから北海道の認知度は高く、北海道に対して良い印象を持っている方が多い

です。この点で、サハリンには道内企業がビジネスを始めやすい環境があると思われます。

アジアニュース

アジアの中の極東ロシア
～サハリンの今とこれから

北洋銀行国際部
北海道サハリン事務所派遣

出野 翔大

１北海道とサハリン州は、１９９８年に友好経済協力に関する提携を結んでいるほか、道内１１市町村がサハリン州
内１０の都市と姉妹友好提携を結んでいる。
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アジアニュース

― ２０ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

＜サハリンの産業と経済発展戦略＞

サハリンの産業について想像すると、石油ガス等の採掘プロジェクトが展開されていることか

らエネルギー産業が盛んというイメージを持つ方が多いかもしれません。実際、LNGガス等の

エネルギー産業がサハリン州の域内総生産の６割を占めています。この状況に対し、サハリン州

ではエネルギー産業への依存脱却に向け、他産業の育成に力を入れています。

例えば、食品産業についてみると、食品小売販売高に対する州内での生産割合は、数年前まで

は９％でしたが、２０１８年末時点で１６．５％まで増加しており、さらに今後は２５％まで増やすことを

目指しています。経済特区（TOR）２を利用したガラス温室栽培施設の建設や、サハリン州政府

が出資している養豚場施設の新事業等が生産割合の増加に寄与しています。また、サハリン州は

水産物のみならず野菜や食品加工品の輸出に対しても積極的であり、相談窓口の設置や補助金な

ど、政府機関の支援体制も整っています。

今後サハリン州では、資源開発に並行して、石油ガス工業団地、建材木材の高度加工、海産物

養殖等を中心とした経済発展戦略を展開する予定です。北海道を含む海外勢に対しては、木材加

工や養殖などの産業技術提供を期待しており、今後これらの分野における経済交流が活発になり

そうです。

また、空港の新ターミナルやヒルトンホテルの建設などの大型投資案件が進行中であり、イン

バウンドの拡大も期待できます。観光資源として樺太時代の建物にもフォーカスが当てられてお

り、製紙工場などの産業遺産を改修する場合には、ロシアに比べこれらの文化的背景をより理解

し易い道内企業等のノウハウ提供が期待されます。

＜課題は道路整備＞

サハリンでは常にインフラ整備が課題となっています。このうち、住宅整備においては、以前

は旧ソ連時代の建築手法による古い集合住宅が建ち並んでいましたが、近年では外観が日本と大

差のない現代的なマンションや戸建て住宅が数多く建設されるようになりました。一方、道路整

備については依然として課題が多く存在しています。ほとんどの道でアスファルトによる舗装が

進んでいますが、大雨が降るたびに通行が困難になるほどの大きな水たまりができ、現地のイン

ターネットサイトではこうした問題を「小川、池、湖を見つけた」「車が浮かぶ」「歩くよりボート

の方が簡単」などと紹介しています。実際、雨の日に道路脇を歩く際には泥水のシャワーを浴び

る可能性もあるので、十分に注意が必要です。

道路整備自体が遅れている訳ではなく、各地で道路整備が行われているにもかかわらず水たま

りの発生等に改善がみられないことが特に問題とされているようです。上記のサイトには「工事

後よりも前の状態の方がよかった」などの皮肉めいた記述もありました。

その原因は、道路上に日本で見られるような排水口がほとんどないことや、地中の排水システ

ムが更新されていないことではないかと思われます。今年行われた工事では、樺太時代の木製水

２TORとは優先的社会経済発展区域のことで、他国にある経済特区と変わらない。サハリン州では、観光や農
業が誘致対象産業の中心とされている。
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アジアニュース

― ２１ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

道管が掘り起こされ、それが現在でも利用されていたという事実からも、排水に関して無頓着な

まま道路整備が行われてきたことがうかがえます。

＜積極的な人材育成～北海道での活躍にも期待＞

ロシアでは国家プロジェクトとして、高度な資格や技能を持つエンジニアの育成に向けた教育

を行っています。「クワントリウム」という科学研究施設が各地に設置され、学校とは別に５～１８

歳の子供たちが最新機器を活用してロボット工学やエネルギー、航空等に関する技術を無償で学

ぶことができます。サハリン州では、２０１８年に最初のクワントリウムが完成し、翌２０１９年には

２・３箇所目も開設されました。クワントリウムの数はロシア国内で最多であり、教育に対する

道路脇にできた「小川」 幹線道路を完全封鎖してまで工事を行うも、道路状態
が改善していないとの批判は多い

ドローンに関する学習の風景 ３Dプリンタ製作室の様子
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― ２２ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

投資が盛んであることがうかがえます。

施設を見学し、良いと思った点は、幅広い年齢層の子供たちが一緒のチームで勉強を進めてい

ることです。ドローンや３Dプリンタ、CADなどを年上の子供たちと一緒に扱うことで、幼い頃

から知識や興味の幅が広がり、その先の進学や就職にも良い影響を与えると感じました。

ロシアでは、経済制裁などを背景に各産業の内製化が図られていますが、エンジニアの育成も

その一環です。国家主導による人材育成であり、将来的に大きな成果が現れるはずです。こうし

た人材が、ロシア国内のみならず北海道内の企業で活躍することも期待されます。

＜北海道から最も近い外国、サハリン＞

近年、極東地域からスタートした電子ビザ制度により、観光地としてのロシアは身近になりつ

つあります。ビジネスにおいては、まだまだ慣習の違いなどから難しく感じられる面もあります

が、サハリンでは、観光・ビジネスの両面で、今まさに外国人や外国の技術等を受け入れようと

しています。人口約５０万人のサハリンだけではマーケット規模は小さいかもしれませんが、将来

的なロシア全土へのビジネス展開を見据えたスタート地点として「北海道から最も近い外国」へ

の進出をご検討いただき、直行便にて９０分で来られるサハリンを、ご自身の目で確かめてみては

いかがでしょうか。

北洋銀行国際部、北海道サハリン事務所では皆様のビジネスに対して様々な面でサポート致し

ます。ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
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― ２３ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

経済コラム 北斗星

鈴木知事の「道政執行方針」を読む
（北海道が直面する構造問題への取り組み加速を）
年明け早々には予想もしなかった新型コロナウイルスの世界的な拡散を契機に、３月９日

の市場は大荒れとなった。原油の急落を皮切りに、東京株式市場（日経平均株価）は２万円

台割れ、外国為替市場の円相場は一時１０１円台の円高水準に急騰した。世界経済への深刻な

影響が一段と懸念され、先行き不透明感が急速に強まってきている。

新型コロナウイルスの我が国における感染状況に関しては、北海道における発症件数が最

も多いということもあって、当初から北海道の動静に高い関心が集まった。これを受けて、

鈴木知事は緊急事態を表明するなど、感染防止のため率先して陣頭指揮にあたっている。こ

うした騒ぎの中、２月２１日、道庁は２０２０年度の予算案を公表するとともに、２月２７日には、

第１回定例道議会において、知事は「２０２０年度の道政執行方針」演説を行った。公表された

演説内容を見ると、「２つの基本姿勢」と「４つの重点施策の推進」という形で、知事の考

え方が取りまとめられている。先ず、２つの基本姿勢として、①将来を見据え世界に翔く道

政、②連帯の力で困難を乗り越える道政、の２点が挙げられている。今後１０年間の主要事業

（オリンピック、ウポポイ開設、縄文遺跡の世界遺産登録、北海道新幹線札幌開業、札幌冬

季オリンピック等）を「北海道ロードマップ」と位置づけ、これらを着実に成功させること

をもって、北海道を発展軌道に乗せるとの考えだ。次に、４つの重点施策としては、①連な

る「好機・チャンス」、②課題解決に向けた挑戦、③多様な連携、④未来の創造、が提起さ

れている。因みに、②の課題解決については、持続的な交通・物流ネットワーク形成の推

進、国土強靭化の推進と安全・安心の確保、すべての子どもたちが幸せに育つことができる

社会の実現、などが取り上げられている。

本件「道政執行方針」については、積極評価がある一方、「未来像なお不透明」（２月２８日

付北海道新聞）などの批判的受け止め方も見られる。そこで以下、主として経済政策的観点

から、私が「道政執行方針」を読んで得た感想・所感を述べてみたい。私は、これまでこの

コラムにおいて、北海道は幾つかの深刻な「構造問題」を抱えており、こうした構造問題へ

の対応を決して先送りしてはならないと繰り返し述べてきた。「道政執行方針」は、主として

当面１年間の方針を述べる場ということかも知れないが、短期的な政策もベースとしては、

しっかりとした中長期的な問題認識の上に組み立てられることが必要である。この意味で、

今般の知事の「道政執行方針」には、中長期的課題に対するスタンスがやや希薄ではなかっ

たかと思う。知事は、「北海道総合計画の中期的な点検・評価結果を踏まえながら道政を推

進する」と述べておられるが、場合によっては、北海道総合計画そのものの見直しも必要な

のかもしれない。以下、これまで本コラムで取り上げてきたことと重複するが、北海道の抱

える構造問題について簡単に整理しておきたい。

第１は、人口減少・少子高齢化問題である。この問題は北海道固有の事柄ではないが、北

海道の場合、全国に比べてそのスピードが速い点に留意を要する。北海道のGDPは、＜労働
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― ２４ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

力人口×一人当たりの付加価値額＞で示される。人口減少とりわけ労働力人口の減少は、一

人当たりの付加価値額すなわち生産性の向上がない限り、GDPは減少していくことを示して

いる。こうした問題への対応は、①一人当たりの生産性向上を図るか、②産業構造を付加価

値の高いニュービジネスへと転換していくこと、が必要であることを示している（北斗星

２０１６．９月号。もちろん、労働力人口の確保対策＜出生率の向上、外国人労働力の確保な

ど＞も重要な課題）。

生産性向上は簡単な問題ではないが、加えて北海道の場合、その特有の産業構造の圧力が

加わる。即ち、北海道は全国比、第１次産業と第３次産業のウェイトが高い産業構造（低生

産性の構造）となっている。とりわけサービス産業の生産性向上は経験的に極めて難しい分

野だ。しかも、人口とビジネスの集中度が高い札幌市の生産性が北海道平均より低い（サー

ビス産業のウェイトが圧倒的に高い）という難題を抱えている（私は、これを「札幌問題」

と指摘。北斗星２０１９．９月号）。生産性向上対策が急がれる。

第２は、北海道の広域分散型の地域構造に由来する、「交通ネットワーク」の問題であ

る。JR北海道の不採算路線への対応、空港民営化に伴う航空路線の新展開、道内高速道路

の拡充など当面する多くの課題を抱える中で、今、必要なことは、北海道内の将来の交通・

運輸のネットワークをどのように構築すべきか、それぞれの交通手段に将来どのような役割

を期待するかという「総合的かつ将来的なビジョンの構築」であろう。

さらに交通政策については、やがて到来する「交通インフラの高齢化・脆弱化」の問題

（高度成長期に急ピッチで進められた道路、トンネル、橋梁などの「大修繕時代の到来」）に

対する備えも必要である。修繕費用が多額に上ると見込まれることから、ただでも厳しい道

はじめ地方公共団体の財政負担との折り合いを如何につけるか、今から調査・研究にしっか

り着手する必要がある（北斗星２０１８．６月号）。

第３は、エネルギー問題である。３．１１東日本大震災から早や９年が経過した。この間、

北海道電力の泊原子力発電所（電力供給源の約４割）は稼働停止の状態が続いている。この

結果、北海道電力の石炭火力発電への依存度は５割強（全国は約３割）を占めるに至ってい

る。今、気候変動への関心の高まりから、世界的にCO２排出量の高い石炭発電からの脱却が

強く叫ばれている。「十年一昔」というが、北海道民は、ほぼ９年間ずっと全国一高い電気料

金の負担に耐えて来たことになる。こうした状態を打開する道筋を描くことができないま

ま、残念ながら時間だけが推移してきた。電力問題は、最早一企業の経営問題とばかり言っ

てはおれない事態に差し掛かってきている（北斗星２０１８．１１月号、２０２０．２月号）。

以上、主として経済的な視点から、北海道の構造的な問題について述べてきたが、このほ

か高齢化に伴う医療・福祉の問題、次世代を担う人材の教育問題など、中長期的課題は山積

している。ただ、低生産性、高い輸送コスト、高い電力料金といった経済面での構造的負担

を抱えたままでは、北海道の明るい未来を想定することは難しい。これまでこれらの課題を

先送りしてきたと言うつもりはないが、若い鈴木知事がその活力を生かし、就任１年を迎え

た時点で本格的に構造的課題の解決に向けて、現在置かれている立ち位置をしっかり見定め

て欲しいと大いに期待している。

（令和２年３月１０日 北洋銀行顧問 横内 龍三）
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年月

鉱工業指数
生産指数 出荷指数 在庫指数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国
２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年度 ９９．７ △２．４ ９９．８ △０．８ ９９．７ △０．９ ９９．６ △１．０ ９２．６ △４．７ ９５．２ ０．２
２０１６年度 ９９．８ ０．１ １００．６ ０．８ ９９．４ △０．３ １００．２ ０．６ ９２．３ △０．３ ９３．９ △１．４
２０１７年度 １００．３ ０．５ １０３．５ ２．９ １０１．４ ２．０ １０２．４ ２．２ ９８．０ ６．２ ９８．７ ５．１
２０１８年度 ９８．０ △２．３ １０３．８ ０．３ ９７．９ △３．５ １０２．６ ０．２ １０１．２ ３．３ ９８．９ ０．２

２０１８年１０～１２月 ９９．０ ３．３ １０５．０ １．４ ９８．８ ２．１ １０３．４ １．０ １０５．２ ３．０ １０２．９ ０．９
２０１９年１～３月 ９７．５ △１．５ １０２．４ △２．５ ９６．４ △２．４ １０１．２ △２．１ １０６．１ ０．９ １０３．８ ０．９

４～６月 ９５．８ △１．７ １０３．０ ０．６ ９５．４ △１．０ １０２．２ １．０ １０５．７ △０．４ １０４．７ ０．９
７～９月 ９３．１ △２．８ １０２．５ △０．５ ９２．５ △３．０ １０２．１ △０．１ １０７．９ ２．１ １０２．９ △１．７
１０～１２月 ９０．９ △２．４ ９８．３ △４．１ ９０．９ △１．７ ９７．１ △４．９ １０７．４ △０．５ １０４．２ １．３

２０１９年 １月 ９６．７ △２．６ １０２．１ △２．５ ９５．４ △２．６ １００．６ △２．４ １０３．７ △１．４ １０２．０ △０．９
２月 ９８．８ ２．２ １０２．８ ０．７ ９８．２ ２．９ １０２．２ １．６ １０４．１ ０．４ １０２．４ ０．４
３月 ９７．０ △１．８ １０２．２ △０．６ ９５．７ △２．５ １００．９ △１．３ １０６．１ １．９ １０３．８ １．４
４月 ９５．６ △１．４ １０２．８ ０．６ ９５．０ △０．７ １０２．７ １．８ １０３．１ △２．８ １０３．８ ０．０
５月 ９７．２ １．７ １０４．９ ２．０ ９６．３ １．４ １０４．０ １．３ １０４．５ １．４ １０４．３ ０．５
６月 ９４．６ △２．７ １０１．４ △３．３ ９５．０ △１．３ ９９．８ △４．０ １０５．７ １．１ １０４．７ ０．４
７月 ９３．９ △０．７ １０２．７ １．３ ９３．７ △１．４ １０２．５ ２．７ １０７．１ １．３ １０４．５ △０．２
８月 ９３．０ △１．０ １０１．５ △１．２ ９２．２ △１．６ １０１．２ △１．３ １０２．５ △４．３ １０４．４ △０．１
９月 ９２．４ △０．６ １０３．２ １．７ ９１．５ △０．８ １０２．７ １．５ １０７．９ ５．３ １０２．９ △１．４
１０月 ９０．０ △２．６ ９８．６ △４．５ ９１．２ △０．３ ９８．１ △４．５ １０５．５ △２．２ １０４．２ １．３
１１月 ９２．０ ２．２ ９７．６ △１．０ ９１．６ ０．４ ９６．４ △１．７ １０６．２ ０．７ １０３．３ △０．９
１２月 ９０．７ △１．４ ９８．８ １．２ ８９．８ △２．０ ９６．７ ０．３ １０７．４ １．１ １０４．２ ０．９

２０２０年 １月 p９０．６ △０．１ ９９．８ １．０ p８９．５ △０．３ ９７．３ ０．６ p１０５．３ △２．０ １０５．９ １．６

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■鉱工業生産指数の年度は原指数による。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

百貨店・スーパー販売額
百貨店・スーパー計 百貨店 スーパー

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２０１５年度 ９６１，５５４ ３．３ １９９，４００ ２．７ ２１０，１９０ ０．３ ６７，９２３ １．３ ７５１，３６５ ４．０ １３１，４７７ ３．３
２０１６年度 ９５３，９０７ ０．４ １９５，２６０△１．１ ２０２，８４９ △３．５ ６５，６０７ △３．４ ７５１，０５８ １．６ １２９，６５３ ０．０
２０１７年度 ９６２，１２１ ０．９ １９６，２５２ ０．５ ２０１，２９１ △０．８ ６５，３５４ △０．４ ７６０，８３０ １．３ １３０，８９８ １．０
２０１８年度 ９６５，８７１ ０．４ １９５，４７７△０．４ ２００，４５９ △０．４ ６３，９８１ △２．１ ７６５，４１１ ０．６ １３１，４９７ ０．５

２０１８年１０～１２月 ２６１，４４９ ０．０ ５３，１２４△０．７ ５７，５０７ ０．５ １８，３５３ △１．８ ２０３，９４２ △０．２ ３４，７７１ △０．２
２０１９年１～３月 ２３７，２６８ ０．１ ４７，２０６△１．２ ５１，１１３ △０．３ １５，６１５ △２．８ １８６，１５５ ０．２ ３１，５９１ △０．４

４～６月 ２３２，０５３ ０．４ ４６，９７６△０．６ ４５，０３７ △２．０ １４，９７３ △２．０ １８７，０１６ １．０ ３２，００３ ０．１
７～９月 ２４０，１１８ １．８ ４８，８６０ ２．０ ４８，２６７ ５．２ １５，６１４ ６．０ １９１，８５１ ０．９ ３３，２４７ ０．３
１０～１２月 ２５２，４０６△３．５ ５０，９２０△４．１ ５３，１２９ △７．６ １６，７７７ △８．６ １９９，２７６ △２．３ ３４，１４２ △１．８

２０１９年 １月 ８１，５０５△０．５ １６，３２７△３．０ １８，０７９ ０．９ ５，３８６ △４．８ ６３，４２６ △０．９ １０，９４１ △２．０
２月 ７４，１９８ ０．６ １４，３５０△１．５ １５，５５６ △０．６ ４，６０４ △２．１ ５８，６４２ ０．９ ９，７４６ △１．２
３月 ８１，５６５ ０．２ １６，５２９ ０．９ １７，４７８ △１．３ ５，６２５ △１．５ ６４，０８７ ０．６ １０，９０４ ２．２
４月 ７６，５３１△０．７ １５，３５９△１．３ １４，６２４ △３．２ ４，８９９ △２．１ ６１，９０７ △０．１ １０，４６０ △０．９
５月 ７７，３０９ ０．６ １５，６３６△０．２ １４，９４０ △０．７ ４，８５４ △１．８ ６２，３７０ ０．９ １０，７８２ ０．６
６月 ７８，２１３ １．１ １５，９８２△０．３ １５，４７３ △２．２ ５，２２１ △２．１ ６２，７３９ ２．０ １０，７６１ ０．６
７月 ７８，６３０△３．２ １６，２４６△４．４ １５，９０９ △５．２ ５，４１６ △３．６ ６２，７２２ △２．７ １０，８３０ △４．９
８月 ８０，２２２ ０．１ １５，８９３ ０．９ １４，９２７ △２．４ ４，５７８ １．４ ６５，２９５ ０．７ １１，３１５ ０．７
９月 ８１，２６６ ９．０ １６，７２１ １０．５ １７，４３１ ２６．５ ５，６１９ ２２．２ ６３，８３５ ５．０ １１，１０１ ５．４
１０月 ７２，２６０△６．３ １４，５７２△８．１ １３，９０６ △１４．４ ４，２６９ △１７．２ ５８，３５４ △４．１ １０，３０３ △３．７
１１月 ７８，２０４△２．２ １６，１１３△２．０ １６，４７７ △６．５ ５，４５３ △５．８ ６１，７２７ △１．０ １０，６６０ ０．１
１２月 １０１，９４２△２．３ ２０，２３４△２．８ ２２，７４６ △３．８ ７，０５５ △４．７ ７９，１９６ △１．９ １３，１７９ △１．８

２０２０年 １月 ８０，９９２△０．６ １６，０６４△１．６ １７，６４３ △２．４ ５，２１１ △３．３ ６３，３５０ △０．１ １０，８５３ △０．８

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■百貨店・スーパー販売額の前年同月比は全店ベースによる。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

主要経済指標（１）

― ２５ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号
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年月

専門量販店販売額
家電大型専門店 ドラッグストア ホームセンター

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２０１５年度 １３６，８１６ ５．２ ４２，２８８ １．２ ２２９，８２０ ９．３ ５４，７７６ ９．２ １３１，５８９ ２．４ ３３，１５９ ２．０
２０１６年度 １３６，９７８ ０．１ ４１，９８４△０．７ ２４２，７１４ ５．６ ５７，７２９ ５．３ １２９，４９２ △１．６ ３３，０４０ △０．４
２０１７年度 １４１，３７７ ３．２ ４３，３４８ ３．３ ２５５，３３１ ５．３ ６１，５０３ ６．４ １３０，２８９ ０．６ ３２，９０８ △０．４
２０１８年度 １４４，９８４ ２．６ ４４，２０３ ２．１ ２６５，８６７ ４．３ ６４，６６７ ５．３ １３３，９７７ ２．８ ３２，７７５ △０．４

２０１８年１０～１２月 ３８，６２７ ３．０ １１，５１４ ２．２ ６５，９３７ ３．３ １６，３５９ ４．８ ３７，０２９ ４．４ ８，７７３ ０．６
２０１９年１～３月 ３８，１４６ ３．４ １１，２２３ ２．７ ６７，３６１ ５．４ １６，１０５ ５．０ ２５，３６４ １．３ ７，１３４ △１．１

４～６月 ３３，２６９ ４．２ １０，５９３ ５．２ ６８，３９５ ５．５ １７，０４１ ５．１ ３７，６４２ １．９ ８，５９４ △０．２
７～９月 ４４，９３８ ２３．８ １３，３１６ １６．８ ７２，３５１ ６．９ １８，１２８ ９．７ ３５，６３４ ２．９ ８，６３６ ４．６
１０～１２月 ３４，１９２△１１．５ １０，３２２△１０．３ ７０，１５２ ６．４ １７，０８２ ２．７ ３４，２１１ △７．６ ８，３８４ △４．４

２０１９年 １月 １３，０５９ ０．８ ３，８６２ ０．５ ２４，０５６ ６．２ ５，３４４ ４．９ ８，２８０ ０．２ ２，３６３ △２．０
２月 １０，２１５ ２．７ ３，０８４ ０．６ ２２，４８２ ５．１ ５，０９３ ４．３ ７，５１４ ３．０ ２，１３９ △１．４
３月 １４，８７２ ６．２ ４，２７７ ６．３ ２０，８２３ ４．９ ５，６６８ ５．８ ９，５７０ ０．９ ２，６３２ ０．１
４月 １０，６８７△１．０ ３，３６４ ０．９ ２２，４４０ ４．５ ５，５８０ ３．５ １２，１７３ △１．０ ２，８７０ △３．５
５月 １０，９５２ ６．１ ３，４７７ ７．３ ２２，３７９ ６．３ ５，７０６ ６．０ １３，８１６ ４．４ ３，０４０ ３．０
６月 １１，６３０ ７．７ ３，７５２ ７．３ ２３，５７６ ５．６ ５，７５５ ５．６ １１，６５３ ２．０ ２，６８４ △０．１
７月 １２，３４５△４．３ ４，０４６△１０．４ ２３，２６２ ４．２ ５，８７８ ２．０ １１，３７１ △２．３ ２，７２４ △７．１
８月 １４，１９０ ２４．５ ４，１１６ １７．６ ２４，２５９ ４．７ ５，８８１ ６．４ １１，７１３ ４．３ ２，８６６ ４．７
９月 １８，４０３ ５３．３ ５，１５４ ５２．４ ２４，８３０ １１．８ ６，３７０ ２１．８ １２，５５０ ６．７ ３，０４５ １７．５
１０月 ８，８２１△１８．６ ２，６５９△１４．２ ２４，９５６ １５．４ ５，４２０ ０．２ １０，２７３ △１０．９ ２，５５０ △７．１
１１月 １０，５９９△７．８ ３，１８５△５．５ ２１，６０６ △０．４ ５，４６７ ３．４ １１，０９３ △５．０ ２，６２９ △２．１
１２月 １４，７７２△９．４ ４，４７８△１１．２ ２３，５９０ ４．３ ６，１９５ ４．４ １２，８４５ △７．０ ３，２０５ △４．２

２０２０年 １月 １３，４３２ ２．９ ３，８５１△０．３ ２４，４７５ １．７ ５，６８３ ６．３ ８，１８８ △１．１ ２，３２６ △１．５

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■専門量販店販売額は２０１４年１月から調査を実施。

年月

コンビニエンスストア販売額 消費支出（二人以上の世帯） 来道者数 外国人入国者数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 北海道

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 円 前 年 同
月比（％） 円 前 年 同

月比（％） 千人 前 年 同
月比（％） 千人 前 年 同

月比（％）
２０１５年度 ５４４，９６９ ３．１ １１１，２７９ ５．５ ２５５，０５８ △１．７ ２８５，５８８ △０．９ １２，８２３ ４．２ １，２４３ ３３．７
２０１６年度 ５５５，１０４ １．９ １１５，１８３ ３．４ ２６０，４０３ ２．１ ２８１，０３８ △１．６ １３，５０１ ５．３ １，３９４ １２．１
２０１７年度 ５６５，７３１ １．９ １１８，０１９ ２．３ ２６４，４３３ １．５ ２８４，５８７ １．３ １３，７７７ ２．０ １，７３６ ２４．５
２０１８年度 ５７３，４０８ １．４ １２０，５０５ ２．１ ２５５，２１０ △３．５ ２８９，００７ １．６ １３，５４６ △１．７ １，８８４ ８．５

２０１８年１０～１２月 １４３，９４３ ０．３ ３０，２６８ １．６ ２７０，２５８ △５．７ ３００，２３６ ２．１ ３，２５１ △０．９ ４４７ １．１
２０１９年１～３月 １３４，９１９ １．８ ２８，６９２ ２．６ ２５９，５５６ △２．３ ２９２，２８４ ２．４ ３，１３０ ２．７ ５６６ １０．６

４～６月 １４４，５２５ ２．５ ３０，３５２ ２．３ ２７３，６０１ １１．３ ２９２，９７３ ４．２ ３，４４３ ３．８ ４４２ ９．７
７～９月 １５５，６６４ １．４ ３１，９１２ ０．１ ２６７，４７６ ９．１ ２９４，９８７ ４．５ ４，１７３ ８．４ ４４０ △６．０
１０～１２月 １４７，４７０ ２．５ ３０，８８５ ２．０ ２８７，３１７ ６．３ ２９３，２７２ △２．３ ３，３３７ ２．６ ４１３ △７．４

２０１９年 １月 ４５，４４４ ２．１ ９，５６４ ２．６ ２５４，３４２ △６．８ ２９６，３４５ ２．３ １，００４ ４．６ ２１２ １５．０
２月 ４２，７２１ ２．６ ９，００３ ３．８ ２５０，５７２ ６．１ ２７１，２３２ ２．１ ９９６ △０．２ ２０４ １０．６
３月 ４６，７５４ ０．７ １０，１２６ １．６ ２７３，７５５ △５．０ ３０９，２７４ ２．７ １，１２９ ３．６ １５０ ４．８
４月 ４６，６１５ ２．８ ９，９７７ ２．６ ２７９，７４４ １３．３ ３０１，１３６ ２．３ １，０３７ ４．７ １２７ ６．５
５月 ４９，１５５ ３．５ １０，２５８ ２．８ ２７０，８１９ ６．５ ３００，９０１ ７．０ １，１９６ ７．１ １４９ １０．４
６月 ４８，７５５ １．１ １０，１１６ １．４ ２７０，２４１ １４．４ ２７６，８８２ ３．５ １，２１０ ０．２ １６６ １１．５
７月 ５２，６９７ ０．１ １０，７６０△１．３ ２５３，１６７ ２．３ ２８８，０２６ １．６ １，２９９ △０．１ ２０１ １．９
８月 ５３，４６７ ２．９ １０，９５０ １．９ ２６２，４８７ ４．０ ２９６，３２７ １．３ １，５３１ △０．１ １４３ △２０．４
９月 ４９，５００ １．２ １０，２０３△０．２ ２８６，７７５ ２１．７ ３００，６０９ １０．８ １，３４３ ３２．０ ９６ ５．４
１０月 ４９，２９９ ４．７ １０，３１４ ３．３ ２８５，４７１ １０．７ ２７９，６７１ △３．７ １，１７７ ４．０ １１２ △６．７
１１月 ４６，９３７ １．７ ９，９３８ ２．３ ２６４，２８４ △０．２ ２７８，７６５ △０．８ １，０８８ ３．３ １０９ △４．９
１２月 ５１，２３４ １．０ １０，６３３ ０．６ ３１２，１９６ ８．３ ３２１，３８０ △２．４ １，０７２ ０．５ １９２ △９．３

２０２０年 １月 ４６，０９８ １．４ ９，７１４ １．６ ２５９，２０７ １．９ ２８７，１７３ △３．１ １，００８ ０．４ p １９１ △９．８

資料 経済産業省、北海道経済産業局 総務省、北海道 �北海道観光振興機構 法務省

■コンビニエンスストア販売額の前年同月比は全店
ベースによる。

■年度および四半期の数値は月平均
値。

■「p」は速報値。

主要経済指標（２）

― ２６ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

ｏ．２８５（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２５～０２９　主要経済指標  2020.03.19 15.34.28  Page 26 



年月

新設住宅着工戸数 民間非居住用建築物着工床面積 機械受注実績

北海道 全国 北海道 全国 全国

戸 前 年 同
月比（％） 百 戸 前 年 同

月比（％） 千㎡ 前 年 同
月比（％） 千㎡ 前 年 同

月比（％） 億 円 前 年 同
月比（％）

２０１５年度 ３４，３２９ ６．５ ９，２０５ ４．６ １，７６２ △０．４ ４４，０９８ △２．０ １０１，８３８ ４．１
２０１６年度 ３７，５１５ ９．３ ９，７４１ ５．８ １，８０９ ２．７ ４５，２９９ ２．７ １０２，３１４ ０．５
２０１７年度 ３７，０６２ △１．２ ９，４６４ △２．８ １，９８３ ９．６ ４７，２９３ ４．４ １０１，４８０ △０．８
２０１８年度 ３５，７６１ △３．５ ９，５２９ ０．７ １，８６８ △５．８ ４６，０３７ △２．７ １０４，３６４ ２．８

２０１８年１０～１２月 ９，６１０ △１．０ ２，４５９ ０．６ ４８２ １４．６ １１，６４７ １．１ ２４，２１０ ２．０
２０１９年１～３月 ５，４７０ △２．３ ２，１５６ ５．２ ２９６ ３０．６ １０，０６０ △９．７ ２７，８６８ △２．５

４～６月 １０，１５５ △３．９ ２，３３５ △４．７ ５２４ △６．８ １１，７３０ △３．４ ２６，６２０ ４．１
７～９月 ９，３６８ △７．４ ２，３３２ △５．４ ６０１ １３．８ １１，２５８ △７．６ ２５，９８９ △２．７
１０～１２月 ７，６３１ △２０．６ ２，２２８ △９．４ ３５１ △２７．２ １０，５３４ △９．６ ２３，８４６ △１．５

２０１９年 １月 １，４６６ ３．９ ６７１ １．１ ９４ ４２．９ ３，６２２ １．８ ６，６９４ △２．９
２月 １，５６１ １３．７ ７２０ ４．２ ９３ ６５．７ ３，４７２ △１１．８ ７，５２１ △５．５
３月 ２，４４３ △１３．２ ７６６ １０．０ １０８ ４．０ ２，９６６ △１８．６ １３，６５３ △０．７
４月 ３，３１１ △１６．５ ７９４ △５．７ ２２５ １１．５ ３，９４０ △４．２ ８，９０６ ２．５
５月 ２，９７９ △９．２ ７２６ △８．７ １３３ △３５．３ ３，６３３ △５．１ ７，６２３ △３．７
６月 ３，８６５ １６．５ ８１５ ０．３ １６６ ７．４ ４，１５７ △１．１ １０，０９１ １２．５
７月 ３，４４３ △２．８ ７９２ △４．１ ２７４ ３９．０ ４，４１６ ２．２ ８，２５１ ０．３
８月 ３，１８６ △６．９ ７６０ △７．１ １７８ ３３．７ ３，６１９ △５．６ ７，３８６ △１４．５
９月 ２，７３９ △１３．１ ７７９ △４．９ １４８ △２４．７ ３，２２３ △２０．０ １０，３５２ ５．１
１０月 ２，６２９ △３１．６ ７７１ △７．４ １７１ ２．５ ３，３８９ △１６．９ ７，２９２ △６．１
１１月 ２，５７３ △１９．１ ７３５ △１２．７ １２１ △１７．３ ３，３４８ △９．７ ８，１５３ ５．３
１２月 ２，４２９ △６．０ ７２２ △７．９ ５９ △６５．１ ３，７９７ △１．６ ８，４０２ △３．５

２０２０年 １月 １，２４１ △１５．３ ６０３ △１０．１ ３８ △５９．６ ２，６３６ △２７．２ ６，６７５ △０．３

資料 国土交通省 国土交通省 内閣府

■「r」は修正値。 ■船舶・電力を除く民
需（原系列）。

年月

乗用車新車登録台数

北海道 全国
合計 普・小・軽・計普通車 小型車 軽乗用車

台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％）
２０１５年度 １６８，７０８ △６．０ ５５，１６１ ８．３ ５９，３９０ △１．６ ５４，１５７ △２０．５ ４，１１５，４３６ △７．６
２０１６年度 １７６，０１８ ４．３ ６０，８９９ １０．４ ６２，４７４ ５．２ ５２，６４５ △２．８ ４，２４３，３９３ ３．１
２０１７年度 １８３，７７０ ４．４ ６２，８０７ ３．１ ６３，４４３ １．６ ５７，５２０ ９．３ ４，３４９，７７８ ２．５
２０１８年度 １７８，５３３ △２．８ ６１，２０８ △２．５ ６０，８４１ △４．１ ５６，４８４ △１．８ ４，３６３，６０８ ０．３

２０１８年１０～１２月 ３７，３９１ ０．３ １３，１４６ ７．２ １２，３４８ △３．１ １１，８９７ △３．０ １，０２３，８５１ ５．１
２０１９年１～３月 ４９，１６２ △３．０ １７，８７９ △５．５ １５，１８７ △０．２ １６，０９６ △２．６ １，２７６，３５９ △２．１

４～６月 ４７，０８３ １．２ １５，９６３ ８．７ １６，８３８ △４．２ １４，２８２ ０．２ １，００９，３４３ ２．１
７～９月 ４８，０８１ ５．７ １６，６５６ ７．５ １６，０４１ １．９ １５，３８４ ８．１ １，１５５，４５７ ７．５
１０～１２月 ３１，１７１ △１６．６ １１，０６２ △１５．９ １０，２３５ △１７．１ ９，８７４ △１７．０ ８５９，９３２ △１６．０

２０１９年 １月 １１，３１５ △３．３ ３，８５６ ０．３ ３，５２０ △３．５ ３，９３９ △６．６ ３４２，４７７ ０．９
２月 １３，８７７ １．６ ４，９３３ ２．３ ４，１５５ ０．１ ４，７８９ ２．１ ４０１，３７６ △０．１
３月 ２３，９７０ △５．３ ９，０９０ △１１．４ ７，５１２ １．２ ７，３６８ △３．３ ５３２，５０６ △５．３
４月 １５，６５５ ８．７ ５，０３６ １５．６ ５，９３３ ６．９ ４，６８６ ４．３ ３１４，９５０ ３．３
５月 １４，４７４ ０．８ ４，８８３ ７．０ ４，７８６ △１０．１ ４，８０５ ７．６ ３２７，４１８ ６．４
６月 １６，９５４ △４．５ ６，０４４ ４．８ ６，１１９ △８．６ ４，７９１ △９．５ ３６６，９７５ △２．２
７月 １６，６１０ △３．２ ５，６２４ △１．１ ６，２９８ △３．１ ４，６８８ △５．９ ３７９，４２２ ２．９
８月 １２，８６６ １．０ ４，４１９ ０．７ ４，０７０ △７．５ ４，３７７ １０．７ ３１７，１７９ ４．９
９月 １８，６０５ １９．５ ６，６１３ ２１．９ ５，６７３ １７．２ ６，３１９ １９．２ ４５８，８５６ １３．６
１０月 １０，０１３ △２６．８ ３，４２６ △２５．３ ３，１２９ △３０．７ ３，４５８ △２４．５ ２５９，９１９ △２５．１
１１月 １１，３８３ △１１．２ ３，７５４ △２０．７ ３，９７６ △７．６ ３，６５３ △３．５ ３１５，７３５ △１１．６
１２月 ９，７７５ △１０．２ ３，８８２ １．４ ３，１３０ △１１．３ ２，７６３ △２１．７ ２８４，２７８ △１１．１

２０２０年 １月 １０，２９８ △９．０ ３，４６０ △１０．３ ３，３１９ △５．７ ３，５１９ △１０．７ ３０１，１９５ △１２．１

資料 �日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会

主要経済指標（３）

― ２７ ― ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

ｏ．２８５（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２５～０２９　主要経済指標  2020.03.17 18.57.45  Page 27 



年月

公共工事請負金額 有効求人倍率 新規求人数（常用） 完全失業率（常用）
北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
倍
原数値 人 前 年 同

月比（％） 人 前 年 同
月比（％）

％
原数値

２０１５年度 ７７０，８１１ △１１．９ １３９，６７８ △３．８ ０．９６ １．１１ ３１，１８１ ４．２ ７６９，３８７ ４．１ ３．５ ３．３
２０１６年度 ８７７，６５３ １３．９ １４５，３９５ ４．１ １．０４ １．２５ ３１，９６６ ２．５ ８１１，１９０ ５．４ ３．６ ３．０
２０１７年度 ８８３，１１０ ０．６ １３９，０８１ △４．３ １．１１ １．３８ ３２，４３４ １．５ ８５３，６７１ ５．２ ３．２ ２．７
２０１８年度 ８５７，２６９ △２．９ １４０，６８０ １．１ １．１７ １．４６ ３２，９６９ １．６ ８６６，０５５ １．５ ２．９ ２．４

２０１８年１０～１２月 ８８，２３２ △２．１ ２９，３５２ ３．６ １．２２ １．５３ ３１，５１８ ２．４ ８４９，８０７ １．１ ２．８ ２．４
２０１９年１～３月 １３４，５８５ ２．６ ２６，４０８ ５．９ １．１９ １．５３ ３４，４０９ １．６ ９０１，０４８ ０．２ ２．８ ２．４

４～６月 ４６８，０８５ ７．２ ５１，０１２ ４．２ １．１４ １．３７ ３３，６３６ １．１ ８４５，９３１ △１．６ ３．０ ２．４
７～９月 ２６０，９０５ ３１．９ ４０，３３６ １２．２ １．２３ １．４３ ３３，５４２ ２．７ ８４７，８３３ △０．７ ２．１ ２．３
１０～１２月 ９８，０４８ １１．１ ３０，６２９ ４．４ １．２８ １．４９ ３０，９３５ △１．８ ８３３，５７２ △１．９ ２．４ ２．２

２０１９年 １月 ９，２２７ △１７．０ ５，８５３ △４．１ １．２０ １．５６ ３４，５６４ １．７ ９３３，６４８ ３．２ ↑ ２．４
２月 １５，０８６ △１５．０ ７，３９０ ２０．４ １．１９ １．５４ ３４，２０６ ２．６ ９１８，８７４ ２．３ ２．８ ２．３
３月 １１０，２７１ ７．８ １３，１６５ ３．７ １．１９ １．５０ ３４，４５８ ０．６ ８５０，６２１ △５．０ ↓ ２．５
４月 １５７，３１６ △１．３ ２２，３２９ ２．５ １．１２ １．３８ ３５，９６３ ３．４ ８６８，８３３ ０．２ ↑ ２．６
５月 １７１，８５１ １０．９ １４，２０４ １０．５ １．１３ １．３５ ３２，６５１ △０．２ ８４１，３７６ △１．８ ３．０ ２．４
６月 １３８，９１７ １３．５ １４，４７９ １．０ １．１６ １．３７ ３２，２９３ △０．２ ８２７，５８５ △３．３ ↓ ２．３
７月 １３６，７１６ ５４．５ １６，０９１ ２８．５ １．２１ １．４１ ３６，０６４ ４．６ ８８６，５１５ ３．６ ↑ ２．３
８月 ７３，９２８ １０．７ １１，４９３ ２．２ １．２２ １．４４ ３１，７３７ △２．０ ８２９，１７７ △５．０ ２．１ ２．３
９月 ５０，２６０ １８．４ １２，７５１ ４．６ １．２６ １．４５ ３２，８２６ ５．４ ８２７，８０６ △０．６ ↓ ２．４
１０月 ５４，４９７ １８．６ １３，４８０ ５．１ １．２７ １．４５ ３６，７０３ △０．１ ９２０，１０３ △２．６ ↑ ２．４
１１月 ２９，７３４ １０．９ ９，１１０ １１．３ １．２８ １．４８ ２９，１１６ △７．０ ８０１，７４２ △５．８ ２．４ ２．２
１２月 １３，８１６ △１０．８ ８，０３８ △３．６ １．２８ １．５３ ２６，９８７ １．８ ７７８，８７２ ３．３ ↓ ２．１

２０２０年 １月 １０，５６５ １４．５ ６，４１５ ９．６ １．１８ １．４４ ３０，３３０ △１２．２ ７９２，８６５ △１５．１ － ２．３

資料 北海道建設業信用保証㈱ほか２社 厚生労働省
北海道労働局

厚生労働省
北海道労働局 総務省

■年度および四半期
の数値は月平均値。

■年度及び四半期の数値は、月平均値。■年度の数値は四
半期の平均値。

年月

消費者物価指数（生鮮食品除く総合） 企業倒産件数
（負債総額１，０００万円以上） 円相場

（東京市場）
日経
平均
株価北海道 全国 北海道 全国

２０１５年＝１００ 前 年 同
月比（％）２０１５年＝１００

前 年 同
月比（％） 件 前 年 同

月比（％） 件 前 年 同
月比（％） 円／ドル 円

月（期）末
２０１５年度 ９９．８ △０．５ １００．０ ０．０ ２６５ △８．９ ８，６８４ △９．０ １２０．１３ １６，７５９
２０１６年度 ９９．６ △０．２ ９９．７ △０．２ ２７９ ５．３ ８，３８１ △３．５ １０８．３７ １８，９０９
２０１７年度 １００．９ １．３ １００．４ ０．７ ２６３ △５．７ ８，３６７ △０．２ １１０．８０ ２１，４５４
２０１８年度 １０２．３ １．４ １０１．２ ０．８ ２２４ △１４．８ ８，１１１ △３．１ １１０．８８ ２１，２０６

２０１８年１０～１２月 １０２．８ １．６ １０１．５ ０．９ ５１ △２１．５ ２，０７０ △１．７ １１２．８７ ２０，０１５
２０１９年１～３月 １０２．１ ０．９ １０１．３ ０．８ ５８ △１０．８ １，９１７ △６．１ １１０．１７ ２１，２０６

４～６月 １０２．７ ０．７ １０１．７ ０．８ ６４ ３．２ ２，０７４ △１．６ １０９．８５ ２１，２７６
７～９月 １０２．８ ０．５ １０１．６ ０．５ ４７ △１１．３ ２，１８２ ８．２ １０７．３０ ２１，７５６
１０～１２月 １０３．６ ０．７ １０２．１ ０．６ ４４ △１３．７ ２，２１１ ６．８ １０８．７２ ２３，６５７

２０１９年 １月 １０２．０ １．０ １０１．２ ０．８ １６ △１５．８ ６６６ ４．９ １０８．９５ ２０，７７３
２月 １０２．１ ０．９ １０１．３ ０．７ １６ △１５．８ ５８９ △４．５ １１０．３６ ２１，３８５
３月 １０２．３ ０．８ １０１．５ ０．８ ２６ △３．７ ６６２ △１６．１ １１１．２１ ２１，２０６
４月 １０２．８ １．０ １０１．８ ０．９ １６ ０．０ ６４５ △０．８ １１１．６６ ２２，２５９
５月 １０２．８ ０．８ １０１．８ ０．８ ２３ △１４．８ ６９５ △９．４ １０９．８３ ２０，６０１
６月 １０２．６ ０．４ １０１．６ ０．６ ２５ ３１．６ ７３４ ６．４ １０８．０６ ２１，２７６
７月 １０２．６ ０．４ １０１．５ ０．６ １５ △１６．７ ８０２ １４．２ １０８．２２ ２１，５２２
８月 １０２．７ ０．５ １０１．７ ０．５ ２１ １６．７ ６７８ △２．３ １０６．２７ ２０，７０４
９月 １０３．０ ０．５ １０１．６ ０．３ １１ △３５．３ ７０２ １３．０ １０７．４１ ２１，７５６
１０月 １０３．４ ０．５ １０２．０ ０．４ １２ △２０．０ ７８０ ６．８ １０８．１２ ２２，９２７
１１月 １０３．６ ０．７ １０２．２ ０．５ １５ △１６．７ ７２７ １．３ １０８．８６ ２３，２９４
１２月 １０３．７ １．１ １０２．２ ０．７ １７ △５．６ ７０４ １３．２ １０９．１８ ２３，６５７

２０２０年 １月 １０３．４ １．３ １０２．０ ０．８ ２１ ３１．３ ７７３ １６．１ １０９．３４ ２３，２０５

資料 総務省 ㈱東京商工リサーチ 日本銀行 日本経済新聞社

■年度及び四半期の数値は、月平均値。 ■円相場は対米ドル、インター
バンク中心相場の月中平均値。

主要経済指標（４）

― ２８ ―ほくよう調査レポート ２０２０年４月号

ｏ．２８５（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２５～０２９　主要経済指標  2020.03.17 18.57.45  Page 28 



年月

通関実績
輸出 輸入

北海道 全国 北海道 全国

百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２０１５年度 ４７７，１７４ １．８ ７４１，１５１ △０．７ １，１３２，８３４ △１６．１ ７５２，２０４ △１０．２
２０１６年度 ３７５，８１３ △２１．２ ７１５，２２２ △３．５ ９８２，７０８ △１３．３ ６７５，４８８ △１０．２
２０１７年度 ３８１，３３０ １．５ ７９２，２１２ １０．８ １，２５３，６６５ ２７．６ ７６８，１０５ １３．７
２０１８年度 ３８４，２５１ ０．８ ８０７，０９５ １．９ １，４３２，３４０ １４．３ ８２３，０４１ ７．２

２０１８年１０～１２月 １０２，８６８ １．９ ２１１，９２４ １．３ ４３４，２２２ ３５．６ ２２４，４３５ １１．２
２０１９年１～３月 ８０，９８８ △１３．６ １９１，６１６ △３．９ ３３３，１１８ △１０．４ １９７，２５１ △２．０

４～６月 ７０，０１３ △３０．７ １９０，８０１ △５．６ ３３０，３０５ ３．８ １９４，０９２ △０．１
７～９月 ８１，６３７ △１７．９ １９１，５２９ △５．０ ２７２，６０８ △２１．４ １９６，７９２ △４．９
１０～１２月 ７９，４７２ △２２．７ １９５，３２９ △７．８ ３１６，５５５ △２７．１ １９７，６２１ △１１．９

２０１９年 １月 ２５，４５５ △１０．９ ５５，７４７ △８．４ １２２，４２４ △７．７ ６９，９２４ △０．６
２月 ２７，３２０ △１１．９ ６３，８４９ △１．２ １１４，２０５ △０．６ ６０，５３４ △６．５
３月 ２８，２１３ △１７．４ ７２，０２０ △２．４ ９６，４８８ △２２．２ ６６，７９３ １．２
４月 ２７，２６６ △３４．０ ６６，５８９ △２．４ １３４，４９９ ２４．５ ６６，０５４ ６．５
５月 １８，３１６ △３８．４ ５８，３５３ △７．８ １１５，９７４ △１０．０ ６８，０５５ △１．４
６月 ２４，４３１ △１８．３ ６５，８５８ △６．６ ７９，８３２ △１．８ ５９，９８３ △５．２
７月 ３８，４５６ ２０．７ ６６，４３４ △１．５ １００，０３３ △１．４ ６８，９５７ △１．１
８月 ２２，５１８ △４２．４ ６１，４１２ △８．２ ９６，４０２ △３９．０ ６２，８６９ △１１．９
９月 ２０，６６２ △２７．４ ６３，６８３ △５．２ ７６，１７３ △１２．８ ６４，９６６ △１．５
１０月 ２６，８１３ △２３．９ ６５，７７１ △９．２ ９２，５６６ △２０．１ ６５，６４２ △１４．７
１１月 ２５，７５５ △３０．８ ６３，７９０ △７．９ １０８，２０１ △２１．１ ６４，６６５ △１５．６
１２月 ２６，９０４ △１１．６ ６５，７６８ △６．３ １１５，７８９ △３６．１ ６７，３１４ △４．９

２０２０年 １月 １８，９０９ △２５．７ ５４，３１２ △２．６ p１１６，８９３ △４．５ p ６７，４４４ △３．５

資料 財務省、函館税関

■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

預貸金（国内銀行）
預金 貸出

北海道 全国 北海道 全国

億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２０１５年度 １５１，５４５ １．５ ７，０１５，１０９ ４．１ ９７，１５２ ２．５ ４，６４５，９３９ ２．８
２０１６年度 １５６，５９２ ３．３ ７，４５２，９５８ ６．２ ９９，３８２ ２．３ ４，７８５，４７２ ３．０
２０１７年度 １６１，３３４ ３．０ ７，７５１，５８６ ４．０ １０２，２１８ ２．９ ４，８９８，３０１ ２．４
２０１８年度 １６５，１４５ ２．４ ７，８８９，９７６ １．８ １０４，２３６ ２．０ ５，０３８，０４６ ２．９

２０１８年１０～１２月 １６２，９８３ ２．２ ７，７５４，２２８ ２．０ １０３，５５８ １．３ ５，００２，１７７ ２．９
２０１９年１～３月 １６５，１４５ ２．４ ７，８８９，９７９ １．８ １０４，２３６ ２．０ ５，０３８，０４６ ２．９

４～６月 １６５，４０３ ２．２ ７，８７７，３９３ １．１ １０４，２９４ ２．３ ５，０２７，７１９ ２．３
７～９月 １６２，６０６ １．２ ７，９０３，５６１ ２．２ １０４，７２６ ２．８ ５，０４９，１５０ １．９
１０～１２月 １６７，３３０ ２．７ ７，９５７，７３６ ２．６ １０６，１５７ ２．５ ５，０９０，７６９ １．８

２０１９年 １月 １６１，１２４ ２．５ ７，７４５，３６９ １．６ １０３，１５９ １．１ ４，９７５，１７１ ２．６
２月 １６１，５４２ ２．３ ７，７３２，４０６ １．３ １０３，５８６ １．０ ４，９７５，１７７ ２．７
３月 １６５，１４５ ２．４ ７，８８９，９７９ １．８ １０４，２３６ ２．０ ５，０３８，０４６ ２．９
４月 １６５，６６４ ３．１ ７，９２０，３８７ １．１ １０３，４３４ ２．０ ５，０３７，０２７ ３．０
５月 １６５，０２４ ２．９ ７，９１１，８１６ ０．９ １０４，０１１ ２．８ ５，００９，４９８ ２．７
６月 １６５，４０３ ２．２ ７，８７７，３９３ １．１ １０４，２９４ ２．３ ５，０２７，７１９ ２．３
７月 １６３，７８４ ２．８ ７，８７４，９３０ １．９ １０４，５５６ ２．４ ５，０１９，９９７ ２．２
８月 １６５，６０８ ３．３ ７，８６４，５０９ ２．０ １０５，５４２ ３．０ ５，０２０，３５０ ２．２
９月 １６２，６０６ １．２ ７，９０３，５６１ ２．２ １０４，７２６ ２．８ ５，０４９，１５０ １．９
１０月 １６４，０９６ ２．７ ７，９３１，７９３ ２．６ １０５，２５８ ２．７ ５，０３７，７１９ ２．１
１１月 １６５，４０８ ２．４ ７，９８４，１０６ ２．８ １０５，６６５ ２．７ ５，０５９，６７４ ２．０
１２月 １６７，３３０ ２．７ ７，９５７，７３６ ２．６ １０６，１５７ ２．５ ５，０９０，７６９ １．８

２０２０年 １月 １６５，２６９ ２．６ ７，９７５，００６ ３．０ １０５，９８３ ２．７ ５，０８３，２９４ ２．２

資料 日本銀行

主要経済指標（５）
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●道内経済の動き

●トップに聞く⑬ カネジン食品株式会社
代表取締役 金野 仁 氏

●寄稿
小樽商科大学学生ベンチャー㈱i-vacs
～学びの実践を通じた地域活性化～

●アジアニュース
アジアの中の極東ロシア～サハリンの今とこれから

●経済コラム 北斗星
鈴木知事の「道政執行方針」を読む
（北海道が直面する構造問題への
取り組み加速を）
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